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4 ○ ○ ○
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6 第２編 ○
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○ ○

7 第３編 ○
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3

2

1

1

12

1

3

3

　７　子ども・家庭支援のさらなる充実をめざして

8

　５　子どもの貧困とひとり親家庭の福祉

　６　社会的養護と児童虐待への対応

　７　障害のある子どもへの支援

　８　子どもの権利と子ども家庭福祉

【前期期末考査】

第１編

社会福祉

の理念と

意義

社会福祉

の歴史と

次代の

展望

生活を支

える社会

福祉・社

会保障制

度

　２　社会保障の各制度の概要

　３　社会保障制度を推進する機関

第２章　子ども家庭福祉

　１　少子化時代の子ども子育て支援

　２　児童相談所と市町村の役割

　３　子ども支援と保育

　８　障害者福祉のさらなる充実をめざして

　９　次代に向けた新たな社会福祉の挑戦

第１章　社会保障制度の意義と役割

　１　社会保障制度音意義と役割

第２章　日本における社会福祉

　２　社会事業の成立と発展

　３　戦時厚生事業による福祉対策

　６　新世紀に向けた福祉改革と介護保険制度の導入

第１章　生活と福祉

　１　少子高齢化と人口減少に向かう日本

　２　産業と地域社会の変化

　３　家族と働き方の変化

　５　人の一生と社会福祉

第２章　社会福祉の理念

　２　日本国憲法と社会福祉

　３　地域生活と社会福祉

　４　子どもの健やかな成長に向けて

　４　疾病構造の変化

　１　現代の福祉理念

　２　自立生活支援

　６　ヨーロッパ大陸諸国の社会福祉

【前期中間考査】

第３章　人間の尊厳と新たな福祉社会の創造

　１　人間としての尊厳

　３　新たな福祉社会の構築に向けて

第１章　諸外国における社会福祉

　　２　イギリスにおける社会福祉の発展(1)福祉国家の登場とあゆみ

　　３　イギリスにおける社会福祉の発展(2)福祉国家の再編と改革

　４　アメリカにおける社会福祉の発展

　７　アジアの少子高齢化と社会福祉の課題

　１　社会福祉の歴史

　４　戦後対策としての社会福祉の構築

　５　高度経済成長期と社会保障・社会福祉の拡充

指導と評価の年間計画（社会福祉基礎）

岐阜県立土岐紅陵高等学校

科目

単位数 使用教科書 副教材

指導クラス学年

評価の場面

・方法

評価の観点

知識・技能（技術）　a 思考・判断・表現　b 主体的に学習に取り組み態度　c

１　社会福祉の理念と意義を理解し、社会構造やライフスタイルの変化をふまえた新しい福祉社会を実践する態度を育成する。
２　社会福祉の歴史を理解し、現代社会における社会福祉の意義や役割を考える力を身に付ける。
３　対人援助の技術や多様な社会的支援について理解し、社会福祉に関する諸課題を主体的に解決する力を身に付ける。

社会福祉基礎 2

2

選択者

　社会福祉の実践において必要な知識について体系的・

系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付

けている。

　社会福祉の展開に関する諸問題を発見し、支援者とし

ての倫理観をふまえて、合理的かつ創造的に解決をする

力を身に付けている。

　健全で持続的な社会をめざして自ら学び、福祉社会の

創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付

けている。

　１　近代社会福祉の黎明期

　５　北欧の社会福祉

・日本で初めて公的な救済制度や社会的な背景の影響を理解し、慈善事業につ

いて考察する。

・第二次世界大戦後の社会福祉の基礎が作られた経緯を理解する。

・戦後の社会福祉制度の構築の家庭と理念について理解する。

・国民皆年金、皆保険の成立、福祉六法体制の確立の背景を理解する。

・在宅福祉の充実を目指す福祉改革の背景を理解する。

近年の福祉の大きな変化と今後の福祉社会の在り方について理解する。

・授業観察

・授業ノート

・社会保障制度の目的や意義、機能や範囲などについて理解する。

・社会福祉を推進する我が国の行政体制に関して理解し、国民生活や地域社会

にどのように関わっているかを考察する。

・児童福祉法制定の背景と、現在の子育て支援の必要性について考察する。

・児童相談所の役割について理解する。

・保育所、幼保一体など保育のあり方について考察する。

・子どもの貧困やそれに対する支援について理解する。

・児童虐待防止法について理解する。

・子どもの権利を保障するための取り組みについて理解する。

・授業観察

・授業ノート

・社会福祉基礎を学ぶにあたって 1

社会福祉基礎（実教出版）

単元 指　導　項　目
予定

時間
主な学習活動（指導内容）と到達目標

・進行する少子高齢化に伴う社会福祉の課題について理解する。

・産業構造、家族や働き方、疾病構造の変化について理解する。

・個人の人生における社会福祉施策との関わりを考察する。

・授業観察

・授業ノート

・新聞課題

・福祉の理念について理解し、今後の共生社会のあり方を考察する。

・日本国憲法の人権規定と社会福祉との関わりについて理解する

・生活を支えるしくみを理解し、今後の地域共生社会のあり方を考察する。

・授業観察

・授業ノート

・人間の尊厳という価値と、現代の社会福祉が自立生活支援を目指しているこ

とを理解し、ニーズに応じてあり方を考える。

・求められる福祉社会像を理解し、協働などそれぞれの役割を考察する。

・社会福祉の歴史の流れを理解する。

・イギリスの福祉国家の誕生から改革の歴史を理解する。

・アメリカの社会福祉の歴史と特徴を理解する。

・北欧の社会福祉の歴史と理念について理解する。

・アジア諸国の社会福祉の歴史と課題について理解する。

・授業観察

・授業ノート

・考査を実施することで、学習内容を確認する。 ・ペーパーテスト

・考査を実施することで、学習内容を確認する。 ・ペーパーテスト

・授業の内容と評価について理解する。

・授業観察

・授業ノート

・授業観察

・授業ノート

・新聞課題



10 ○ ○ ○

11

○ ○ ○

12 ○

○ ○ ○

1

第４編 ○

○

2 ○

第５編 ○
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3 ○ ○ ○
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2
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人間関係

とコミュ

ニケー

ション

地域福祉

の進展と

多様な社

会的支援

制度

7

9

第１章　多様な社会的支援制度

　１　医療提供体制のしくみ

　２　特別支援教育の制度

　３　特別支援教育の実際

　４　チームワークとリーダーシップ

3

5

2

2

　11　高齢者福祉の将来

第５章　生活支援のための公的扶助

　１　生活保護制度とは

　２　生活保護の種類と基準

　７　地域密着型サービス

　８　介護保険施設

　９　老人福祉施設と高齢者向け住宅

　10　認知症ケアの充実に向けて

第３章　障害者福祉

　１　障害者福祉とは

　２　障害の社会モデルとICF

　３　障害者の現状と生活のしづらさ

　４　障害者福祉の理念

　５　障害者福祉を支える法制度

　３地域を基盤としたソーシャルワーク

　２　高齢者の生きがいと健康づくりに向けて

　３　介護保険制度の誕生

　４　介護保険制度の見直し

　５　高齢者の在宅サービス（福祉系）

　６　高齢者の在宅サービス（医療系）

　６　身体障碍者の現状と支援

　７　知的障害者の現状と支援

　８　精神障害者の現状と支援

　９　発達障害者の現状と支援

　10　障害者総合支援法の現状と課題

　11　障害者福祉の今後のあり方

第４章　高齢者福祉と介護保険制度

　１　日本が直面する人口構造の高齢化

　２　利用者理解と支援者の自己理解

　３　生活保護の実施体制と近年の動向

 　４　生活困窮者自立支援法と生活福祉資金貸付制度

第６章　国民の生活を支える社会保険制度

　１　日本の社会保険制度

　２　医療保険制度

　３　後期高齢者医療制度

　５　公的年金の給付

　６　雇用保険と労災保険

第１章　コミュニケーションの基礎

　１　コミュニケーションの意義と役割

　２　コミュニケーションの手段と方法

第２章　支援における人間関係の形成

　１　傾聴・受容・共感の姿勢

　４　司法と福祉の連携

　３　非営利組織の活動

第３章　社会福祉における支援活動の概要

　１　個人に対する支援活動とその方法

　２　グループや家族に対する支援活動とその方法

　４　公的年金制度

　１　つながりの再構築と社会福祉の役割

第２章　地域福祉の進展と地域の将来

　５　福祉・介護人材の育成とキャリア形成

・障がい者の定義について理解する。

・障がい者の生活について理解し、障がい者福祉の理念について認識する。

・身体障がい、知的障がい、精神障がい、発達障がいの定義と必要な支援につ

いて理解する。

・障がい者総合支援法による支援や手続きについて理解する。

・障がい者福祉の今後のあり方について、国連や条約の動きを理解し、合理的

配慮の推進等必要な支援を考察する。

・日本の高齢化の特徴や実態について理解し、それらの課題について考察す

る。

・介護保険制度が創設された流れや目的、抱える課題について理解し、地域社

会での生活を支えるサービスについて考察する。

・高齢者の在宅サービス、施設サービスについて理解し、地域のサービスにつ

いて関心を持つ。

・生活保護制度の基本的な考え方や、実施について理解する。

・社会保険制度の役割や特徴、その仕組みを理解し、身近な保険制度からその

課題について考察する。

・公的年金制度の全体像と基本的な仕組みを理解する。

・雇用保険、失業への対応、育児休業制度、労働者災害補償保険の仕組みにつ

いて理解し、キャリア形成を意識する。

・対人支援における、コミュニケーションの意義や役割について理解する。

・コミュニケーションの手段や方法の多様化について理解する。

・信頼関係の構築に必要な要素を理解し、傾聴、受容、共感の姿勢の意義につ

いて考察する。

・個人、グループ、家族に対するソーシャルワークについて理解する。

・福祉専門職の資格とその専門性について理解する。

・考査を実施することで、学習内容を確認する。

　２　地域社会とボランティア

　４　福祉のまちづくりと地域社会

　５　新時代に向けた社会福祉

【学年末考査】

　５　権利擁護と成年後見制度

・ペーパーテスト

・医療提供施設の分類やその従事者について理解する。

・特別支援教育の変遷、現状、今後のあり方について理解する。

・認知症高齢者や、知的障碍者を支援する制度について理解する。

・社会的孤立の問題に対し、国や地域社会、社会福祉専門職に求められる役割

について理解する。

・バリアフリーを目指した住民参加型なまちづくりの価値について理解し、誰

もが住みやすいまちづくりを考察する。

・授業観察

・授業ノート

・新聞課題

・授業観察

・授業ノート

・新聞課題

・授業観察

・授業ノート

・授業観察

・授業ノート

・新聞課題

・授業観察

・授業ノート

・授業観察

・授業ノート

・授業観察

・授業ノート

・授業観察

・授業ノート

・授業観察

・授業ノート


